
各国の主要政治・経済イベント予定 （9月6日時点）

10月の各国主要政治・経済イベント
日本 米国 グローバル

上旬
9月日銀短観（2日） 9月ISM製造業景況指数（2日）

9月ISM非製造業景況指数（4日）
9月雇用統計（6日）

（中）国慶節（9月29日-10月6日）
（中）9月貿易統計（13日）
（豪）金融政策決定会合（3日）

中旬

9月貿易統計（19日）
9月消費者物価指数（20日）

9月消費者物価（12日）
9月小売売上高（17日）

G20財務相・中央銀行総裁会合（12-13日）
（中）7-9月期GDP速報（18日）
IMF世界経済見通し

下旬

金融政策決定会合（30-31日）
9月鉱工業指数（31日）

7-9月期GDP速報（26日）
9月個人消費・所得（27日）
FOMC（10月31日-11月1日）

（欧）9月消費者物価（18日）
（欧）ECB理事会（26日）
（欧）7-9月期GDP速報（31日）

（注）��作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負
いません。

　日銀短観とは、全国の企業動向を把握するために日本銀行が３か月ごとに実施するアンケート調査です。調査
内容には、企業が自社の経営状況や経済環境の現状・先行きをどうみているのかの業況判断のほかに、売上高や
収益、設備投資といった事業計画の実績や見通しなどがあります。調査対象が約１万社と多く信頼性が高いこと
や、速報性が高く景気動向を把握することに有用であること等から、注目度の高い経済指標のひとつです。
　数多くの調査項目の中でも注目を集めるのが「業況判断DI」です。業況判断DIは、景気の現状を示す「最近」
DI、先行き３か月程度の見通しを表す「先行き」DIがあります。DIは、業況が「良い」と答えた企業割合から「悪い」
と答えた企業割合を引いたもので、数値が大きいほど景況感が良好であることを示します。DIが上昇基調か下
落基調か、前回からの変化幅なども、景気の判断材料となります。企業経営者の心理も反映していることから、調
査結果は企業活動だけでなく、株式や債券などの金融市場にも影響を与えることがあります。
　前回の６月調査では、大企業の業況判断DIは製造業、非製造業ともに上昇となりました。製造業では、半導体な
どの部品供給制約が緩和されたことで、主力の自動車を中心に生産が持ち直したことや、資源高の一服により仕
入れコストが改善したことなどが景況感の回復に繋がりました。非製造業でも、新型コロナウイルス５類移行後の
国内サービス需要の持ち直しやインバウンド需要の回復を受けて、景況感の回復が続きました。
　一方で、先行きの景況感に関しては企業で見方が割れている状況です。国内では物価上昇による家計購買力
の低下、海外では先進国の金融引き締め政策による財需要の減速など、国内外で懸念材料が残る中、次回９月調
査でも企業の景況感の回復基調が維持できたのかに注目です。� （副主任エコノミスト ： 大柴 千智）

10月の政治・経済イベント「日銀短観」
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